
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
（
黒

井
德
夫
組
合
長
）
は
、
前

年
の
平
成

年
産
米
の
仮

25

精
算
に
つ
い
て
、

㌔
１

60

俵
当
た
り
５
０
０
円
の
追

加
金
を

月

日
支
払
う

11

20

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

農
直
米
が
完
売

追
加
金
の
額
が
最
終
確

定
す
る
の
は
、
早
く
て
も

月
か
年
明
け
と
な
っ
て

12い
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た

が
わ
独
自
の
直
接
販
売
米

（
農
直
米
）
が
完
売
と
な

っ
た
こ
と
で
、
制
度
資
金

償
還
日
に
あ
た
る

月
11

20

日
に
前
倒
し
で
支
払
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

２
年
間
で
農
家
手
取

額

％
も
下
落

42年
産
米
は
概
算
金
が

25
は
え
ぬ
き
で

年
産
か
ら

24

１
５
０
０
円
下
が
り
１
万

１
千
円
で
、
今
回
の
仮
精

算
時
点
の
農
家
手
取
額
は

１
万
１
５
０
０
円
と
な
り
、

年
産
手
取
額
１
万
４
６

24１
９
円
と
比
較
し
て
３
１

１
９
円
も
下
が
っ
て
い
ま

す
。今

年
産
米
は
概
算
金
が

さ
ら
に
２
５
０
０
円
下
が

り
史
上
最
低
の
８
５
０
０

円
で
、
こ
の
２
年
間
で
手

取
額
が
６
１
１
９
円
（
42

％
）
も
下
落
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

短
期
つ
な
ぎ
資
金

米
価
下
落
に
対
す
る
独

自
支
援
策
と
し
て
は
、

①
県
が
緊
急
支
援
と
し

て
設
け
た
無
利
子
融
資
制

度
で
資
金
が
交
付
さ
れ
る

ま
で
の
短
期
つ
な
ぎ
資
金

の
貸
し
付
け
（
無
利
子
）

②
通
常
の
共
済
担
保
貸

し
付
け
の
半
分
の
金
利
で

の
資
金
の
融
通

③
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
と
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
の
利
用
料
の
負
担
軽
減

措
置
―
を
講
じ
る
と
し
て

い
ま
す
。

｢

ナ
ラ
シ｣

分
も
検
討

さ
ら
に
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た

が
わ
管
内
で
約
４
割
の
農

家
が
加
入
し
て
い
る
「
収

入
減
少
影
響
緩
和
対
策（
ナ

ラ
シ
）」
制
度
（
実
際
の
販

売
価
格
に
よ
る
収
入
と
標

準
的
収
入
の
差
の
９
割
を

補
て
ん
）
の
交
付
見
込
（
来

年
６
月
交
付
）
を
担
保
に
、

月

日
融
資
す
る
こ
と

11

20

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

ナ
ラ
シ
対
策
は
、
は
え

ぬ
き
で
山
形
県
の
標
準
的

収
入
額
１
万
４
８
３
８
円

（

㎏
）
と
相
対
基
準
価

60
格
１
万
３
１
２
６
円
の
差

額
１
７
１
２
円
の
９
割
＝

１
５
４
０
円
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
反
撃

米
価
下
落
を
放
置
し
、

農
村
を
疲
弊
さ
せ
て
何
が

「
地
方
創
生
」
か
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
新

自
由
主
義
」
に
地
方
か
ら

反
撃
す
る
時
で
す
。
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（月１７７円程度）
11月 5人 2,877円
10月 39人 37,952円

平成25年産米生産者手取り一覧表及び仮精算単価表(平成26年11月20日見込み

（単位：円／俵）

品種 等級

概算金 仮精算 仮精算時点 24年産
差額

H25年9月～ H26年11月 手取合計額 手取額

① ② ③＝①＋② ④ ③－④

はえぬき
1等 11,000 500 11,500 14,619.56 -3,119.56

2等 10,400 500 10,900 14,019.56 -3,119.56

ひとめぼれ
1等 11,000 500 11,500 15,127.42 -3,627.42

2等 10,400 500 10,900 14,527.42 -3,627.42

ササニシキ
1等 11,000 500 11,500 14,906.10 -3,406.10

2等 10,400 500 10,900 14,306.10 -3,406.10

コシヒカリ
1等 11,700 200 11,900 15,838.37 -3,938.37

2等 11,100 200 11,300 15,238.37 -3,938.37

あきたこまち
1等 11,000 500 11,500 14,878.59 -3,378.59

2等 10,400 500 10,900 14,278.59 -3,378.59

つ　や　姫
 （特栽）

1等 13,700 500 14,200 16,793.81 -2,593.81

2等 13,100 500 13,600 16,193.81 -2,593.81

つくばSD
1等 11,000 500 11,500 14,913.14 -3,413.14

2等 10,400 500 10,900 14,313.14 -3,413.14

出羽燦々
1等 11,700 2,500 14,200 16,389.62 -2,189.62

2等 10,700 2,500 13,200 15,389.62 -2,189.62

美山錦
1等 12,000 2,500 14,500 17,124.54 -2,624.54

2等 11,000 2,500 13,500 16,124.54 -2,624.54

出羽の里
1等 11,500 2,500 14,000 15,680.62 -1,680.62

2等 10,500 2,500 13,000 14,680.62 -1,680.62

でわのもち
1等 10,000 2,000 12,000 13,940.06 -1,940.06

2等 9,400 2,000 11,400 13,340.06 -1,940.06

ヒメノモチ
1等 10,000 2,000 12,000 13,243.38 -1,243.38

2等 9,400 2,000 11,400 12,643.38 -1,243.38

こゆきもち
1等 10,000 2,000 12,000 13,382.00 -1,382.00

2等 9,400 2,000 11,400 12,782.00 -1,382.00

資料：JA庄内たがわ提供

藤
島
地
区
の
三
和
集
落

か
ら
古
墳
時
代
の
土
師
器

は

じ

き

を
発
見
し
た
の
が
我
孫
子

雄
治
さ
ん
（
三
和
中
区
）

で
す
。

上
林
幹
夫
・
青
山
崇
両

名(

東
田
川
文
化
記
念
館
郷

土
研
究
サ
ー
ク
ル)

は
、
先

日
、
我
孫
子
さ
ん
宅
を
訪

ね
古
式
土
師
器
の
出
土
状

況
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

我
孫
子
さ
ん
は
、
１
９

６
０
年
代
後
半
か
ら
始
ま

っ
た
圃
場
整
備
事
業
に
従

事
し
、
い
く
つ
か
の
出
土

遺
物
を
収
集
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

三
和
地
区
の
事
業
中
、

昭
和

(

１
９
７
８)

年
、

53

三
和
中
区
西
側
の
水
田
で

東
西
に
走
る
小
排
水
路
工

事
が
行
わ
れ
、
東
西
約
２

２
０
ｍ
の
工
事
区
の
東
か

ら
約

ｍ
の
地
点
で
、
幅

40

１
ｍ
、
長
さ
２
～
３
ｍ
の

範
囲
で
、
深
さ
約
１
ｍ
の

底
部
に
遺
物
が
密
集
、
現

在
も
遺
物
は
埋
蔵
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

致
道
博
物
館
学
芸
員
・

酒
井
英
一
さ
ん
の
鑑
定
で
、

４
世
紀
か
ら
５
世
紀
初
め

の
土
師
器(

は
じ
き)

で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

今
発
掘
中
の
鷺
畑
山
古

墳
と
同
時
代
で
、
直
線
距

離
約
３
・
３
㎞
で
関
係
も

考
え
ら
れ
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
小
排
水
路
工
事
は

１
ｍ
ほ
ど
の
掘
り
下
げ
が

必
要
で
す
が
、
圃
場
の
整

備
は
そ
れ
ほ
ど
掘
り
下
げ

な
い
の
で
、
付
近
の
圃
場

の
下
層
に
も
遺
物
・
遺
構

が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能

性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。我

孫
子
氏
は
こ
れ
ら
を

旧
藤
島
町
に
寄
贈
し
、
現

在
、
器
台
は
東
田
川
文
化

記
念
館
に
常
設
展
示
さ
れ
、

壺
の
底
部
も
同
館
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
写
真:

記
念
館
展
示
の
土

師
器
の
器
台
）

※
次
ペ
ー
ジ
に
出
土
位
置

図
を
掲
載



月
４
日
、
栄
地
区
コ

11
ミ
セ
ン
か
ら

人
が
鷺
畑

17

山
古
墳
の
視
察
に
訪
れ
、

発
掘
調
査
会
事
務
局
長
の

青
山
崇
さ
ん
が
案
内
し
ま

し
た
。

古
墳
１
号
・
２
号
に
つ

い
て
、
庄
内
で
墳
丘
の
残

る
唯
一
の
古
墳
、
日
本
海

岸
最
北
の
古
墳
で
非
常
に

貴
重
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

年
代
は
今
か
ら
１
７
０
０

年
ほ
ど
前
の
４
世
紀
頃
の

古
墳
時
代
前
期
で
、
円
墳

(

１
号
・
直
径

ｍ
、
高
さ

26

４
ｍ)
と
方
墳(

２
号
・
１

辺

ｍ
前
後
、
高
さ
３
ｍ)

16
で
あ
る
こ
と
。
年
代
は
、

２
～
３
㎝
ほ
ど
の
土
器
の

小
片
か
ら
推
定
し
た
こ
と
。

発
掘
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
資
金
も
鶴
岡
市
補

助
金
と
数

十
万
円
の

募
金
を
充

て
た
こ
と

な
ど
を
説

明
し
ま
し

た
。

戦
争
は
愚
か
な
行
為

侵
略
す
れ
ば
、
さ
れ
返
え
さ
れ
る

「
か
ま
い
合
い
」
の
毒
蝮
三
太
夫
さ
ん

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

一
杯
世
の
中
に
金
を
出

す
ズ
ボ
ン
の
財
布
に
３
千

円
が
入
っ
て
い
れ
ば
一
応

安
心
し
て
居
ら
れ
る
俺
に

は
、
日
銀
総
裁
の
記
者
会

見
の
話
は
分
か
ら
な
か
っ

た
が
、
活
発
に
お
金
が
動

く
よ
う
に
一
杯
世
の
中
に

金
を
出
す
ん
だ
と
い
う
。

▼
そ
ん
な
発
表
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
円
が
２

円
程
下
が
っ
て
株
が
５
０

０
円
以
上
も
上
が
っ
た
の

だ
そ
う
だ
。
な
ぜ
こ
う
な

る
か
も
分
か
ら
な
い
が
、

誰
か
が
得
し
た
ん
だ
ろ
う

ナ
。

▼
新
し
い
こ
と
を
発
表
す

る
記
者
会
見
で
、
総
裁
は

ヤ
タ
ラ
と
片
仮
名
で
シ
ャ

ベ
ル
ん
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
だ
か
ら
多
く
の
国
民
が

視
て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
か

ら
俺
み
た
い
な
者
も
分
か

る
シ
ャ
ベ
リ
を
す
る
べ
き

じ
ゃ
な
い
で
す
か
ネ
。

▼
分
か
ら
な
い
な
が
ら
も

分
か
っ
た
こ
と
は
、
デ
フ

レ
脱
却
の
た
め
に
や
っ
て

き
た
が
、
そ
う
な
っ
て
い

な
い
か
ら
も
っ
と
お
金
が

動
く
よ
う
に
す
る
た
め
に

お
金
を
出
す
と
い
う
こ
と
。

▼
し
か
し
、
今
よ
り
金
が

動
く
と
い
う
こ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
だ
、
と
な
る
ネ

ー
。
今
ま
で
も
俺
に
は
動

い
て
こ
な
か
っ
た
。
今
度

は
俺
に
も
動
い
て
き
て
財

布
に
５
千
円
位
入
る
よ
う

に
な
る
の
か
ナ
。
そ
う
な

っ
て
も
ら
わ
な
い
と
困
る

ゼ
。

▼
な
ぜ
っ
て
か
。
ガ
ソ
リ

ン
が
１
５
０
円
位
で
高
値

安
定
が
、
２
円
も
円
安
に

な
れ
ば
ガ
ソ
リ
ン
は
グ
ッ

ト
高
く
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
が
源
で
全
て
の
物
が

値
上
が
り
す
る
ん
で
す
ヨ
。

▼
勿
論
、
物
価
を
上
げ
る

こ
と
が
日
銀
と
政
府
の
狙

い
の
よ
う
だ
が
、
国
民
生

活
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な

り
、
物
を
買
わ
な
く
な
る

の
は
必
定
で
し
ょ
う
ヤ
。

だ
っ
た
ら
ど
こ
で
金
が
動

く
ん
だ
ヤ
。
大
企
業
と
大

金
持
ち
や
株
の
操
作
屋
か
。

そ
こ
に
貯
ま
る
の
か
。

▼
し
か
し
ハ
ッ
キ
リ
し
た

こ
と
は
ダ
。
完
全
に
消
費

税
を

％
に
す
る
根
拠
が

10

な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。

（
石
川
）

しんぶん赤旗10月10日

赤
旗
日
曜
版

月
２
日

11

号
「
ひ
と
」
欄
に
登
場
。

今
号
は
書
き
た
く
な
る
記

事
が
満
載
。
韓
国
各
界
か

ら
大
も
て
の
志
位
委
員
長

の
訪
韓
、
女
優
・
市
原
悦

子
さ
ん
の
「
反
戦
口
に
で

き
な
く
な
る
前
に
」、
日
本

の
未
来
に
か
か
る
沖
縄
県

知
事
選
で
の
翁
長
候
補
の

お

な
が

奮
闘
な
ど
で
あ
る
。

さ
て
、
異
常
な
名
前
の

毒
蝮
は
、
テ
レ
ビ
「
笑
点
」

ど
く
ま
む
し

司
会
の
立
川
談
志
か
ら
貰

っ
た
芸
名
、
２
代
目
座
布

団
運
び
の
縁
と
の
こ
と
。

さ
き
ご
ろ
『
毒
蝮
流
！
こ

と
ば
で
介
護
』
を
出
版
し

た
。
人
と
人
と
の
関
わ
り

が
薄
く
な
り
、
孤
独
死
や

高
齢
者
の
う
つ
な
ど
が
起

こ
る
。
だ
か
ら
「
か
ま
い

合
い
」
だ
と
。
そ
の
極
意

は
、「
目
を
見
て
話
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
３
つ
の
〈
か

け
る
〉
が
大
切
。
肩
に
手

を
か
け
る
、
笑
顔
で
話
し

か
け
る
、
気
に
か
け
る
」

だ
と
い
う
。

私
は
独
特
の
風
貌
だ
け

で
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
芸
歴

年
、

66

歳
で
「
鐘
の
鳴
る
丘
」、

12
代
前
半
は
ウ
ル
ト
ラ
マ

30ン
番
組
、
だ
か
ら
怪
獣
み

た
い
な
名
が
付
い
た
と
い

う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
「
介

護
百
人
一
首
」
司
会

年
10

な
ど
と
と
多
彩
な
芸
歴
で

あ
る
。
毒
蝮
さ
ん
は
戦
争

世
代
、
標
記
に
続
け
て

「
１
、
２
の
３
で
、
み
ん

な
で
原
子
爆
弾
を
な
く
せ

ば
、
飢
え
て
い
る
人
を
救

え
る
で
し
ょ
」
と
い
う
。

鷺
畑
山
古
墳
視
察
に

栄
コ
ミ
セ
ン
か
ら

人
17

団
体
視
察
第
１
号
と
歓
迎

三和古式土師器が出土した位置（水田の小排水路の下）


